
『⻑野県「⼦どもの⾃殺ゼロ」を目指す戦略』に基づく施策の全体像

地域社会

ハイリスク層

一般層

⼦どもと家庭

ポピュレーションアプローチ（予防策）
〇 相談先情報を掲載したリーフレット配布（健福）
〇 ＳＯＳの出し方に関する教育（健福・教委）
〇 ＳＳＴの充実・アセスの活用（教委）
〇 ＳＮＳを活用した情報発信（健福・教委）

ハイリスクアプローチ（危機介入）
〇 ハイリスクの子どもの実態把握（健福）
〇 子どもの自殺危機対応チームの設置（健福）
〇 支援人材の育成（健福）
〇 ＳＣ、ＳＳＷの充実と資質向上（教委）
〇 多様な相談支援体制の強化（３部局）
〇 ＳＮＳ相談から実支援へのつなぎ強化（教委）

ハイリスクアプローチ（早期発⾒）
〇 子ども・家庭支援ネットワークの構築（県文）
〇 ゲートキーパー研修の充実（健福）
〇 ⼤人の気づきの感度を⾼める研修等（３部局）

（保護者、教職員、子どもの支援者等）

⽣き⼼地の良い「地域づくり」
〇 信州みらい100人会議（仮称）の開催（健福）

…子ども・若者の意⾒の反映
〇 多様な居場所づくり（３部局）

信州こどもカフェ、ハローアニマル子どもサポート等
〇 インターネットの適正利用（県文、教委）

関係機関の連携支援
専門家の直接介入

早期発⾒の
ための気づき

予防教育・啓発

県⺠文化部、健康福祉部、教育委員会

○安心と充足の環境
○自己肯定感の涵養
○信頼できる人間関係
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